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研究成果の概要（和文）：本研究課題の中心は，eポートフォリオによる学習到達目標設定のシステムを構築
し，大学での英語指導における有効性を探ることにある。28年度と29年度は， Can-Doリストの開発，Maharaに
よるeポートフォリオシステム構築とプラグイン開発，および同システムと連動した各種オンライン教材の開発
を行った。30年度は，29年度までに構築・開発した上記のシステムとオンライン教材に拡充を加えつつ，授業に
おける本格的運用とデータ収集を行った。 

研究成果の概要（英文）：This three-year research focused on building an ePortfolio-based system for 
English learners at the tertiary level, where they can set their own achievement goals, as well as 
on evaluating its effectiveness. The first two years were devoted to the development of the Can-Do 
list and the ePortfolio system, while the final year to the implementation of the Can-Do list, data 
collection and analysis.

研究分野：英文学，英語教育学

キーワード： 言語学　外国語教育　e-ラーニング　コンピュータ支援学習（CALL）

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
eポートフォリオの導入は国内の多くの大学で進みつつあるが、オリジナルのWBT教材を援用した個別学習，協同
学習，四技能統合型の英語指導と連携させた事例はあまり見られない。特に，定期的・長期的に配信される教材
について，経年的・多面的な学習データを蓄積できる点で，eポートフォリオとポッドキャストは親和性が高い
と思われるが，長期間にわたるポッドキャストの教材開発はもとより，この２者を組み合わせた研究事例は，国
内にも海外にも皆無である。この点で，本研究は独創性が高いと言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者および研究分担者は，本研究課題以前から，ICT（情報通信技術）の活用による英
語指導モデルの構築に取り組んできた。特に，WBT（Web-based training）およびポッドキャス
トの活用に関する研究を中心に進めてきた。こうしたオンライン教材の開発や，ICT を活用し
た個別・協同学習の連携による英語指導モデルの実践は，教室での効果的な学習支援を実現し
うる一方で，外国語指導における究極の目的といえる，自律的学習者としての長期的な学習習
慣の涵養にはつながりにくい。こうした実践は，半期開講科目の，それも授業時間の一部に限
定されるため，その短期的な成果を測ることはできても，個々の学習活動が学習者自身の長期
的な学びにおいてどう位置づけられ，最終的な到達目標の達成に向けて英語運用能力にどのよ
うな変化をもたらすのかが見えにくい。 
 授業科目の垣根を越えて，学習者の個々の学びを可視化する方法として，近年注目されてい
るのが eポートフォリオである。ウェブを利用した教育用プラットフォームとしては eポート
フォリオの他に LMS（Learning Management System）が広く使われているが，LMS が授業科目単
位で構築されるのに対し，e ポートフォリオでは複数の授業をまたいでそれぞれの学習活動や
評価が記録され，経年的な学習者の学びと英語運用能力の変化が可視化される。ここでの学習
活動は一過性のものではなく，成果物の相互公開による学習者同士の学び合いや，学生個人に
よる到達目標の設定，およびその到達度についての振り返りも行われる。こうして実現される
「深い学び」を通じて，学習者の自律的な学習が促進されると期待される。上記の学習活動は
すべて eポートフォリオ上に蓄積されるため，数値データの統計分析だけでなく，学習データ
のコーパス化，およびテキストマイニングの手法を用いた量的および質的な分析も可能となる。 
 以上のような背景から，本研究課題においては，ICT の活用による英語指導モデルの構築に
関するこれまでの研究実績を eポートフォリオで統合し，それぞれの研究を有機的に関連させ
るため、到達目標の設定と評価に関する研究を新たに実施することとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は，e ポートフォリオを中心に ICT を活用した英語指導モデルを構築し，
その実践とデータ分析を行うことにより，その有効性と課題を検証することにある。その中で，
研究代表者と研究分担者がこれまで行ってきた「WBT による個別学習」「ポッドキャスティング
による授業外学習」「デジタル・ストーリーテリング等を活用した協同学習」の研究実績を踏ま
え，これらの３者を eポートフォリオに統合し，有機的に連関させることで，学習者の自律的
な学びを支援するための指導モデルを構築することとした。 
 本研究課題の目的を達成するため，主に以下の 5点を課題として設定した。 
 (1) e ポートフォリオにおける到達目標の指標策定：ICT を活用した大学英語教育，特に「WBT
による個別学習」「ポッドキャスティングによる授業外学習」「デジタル機器等を活用した協同
学習」に eポートフォリオを導入する上で，能力指標を策定する。 
 (2) 目標設定のための eポートフォリオシステムの構築：(1)の能力指標に基づき，英語学習
者が個々に到達目標を設定でき，自身の目標を可視化できるシステムを構築する。また，これ
らを対象クラスで実際に運用し，その使用感を探り，さらなる改善を図る。 
 (3) WBT による個別学習：語彙・文法教材に焦点を当てた個別学習用 WBT 教材の学習データ
を分析し，学習者のレベルに応じて効果を最適化するための指導のあり方について考察する。 
 (4) ポッドキャスティングによる授業外学習：これまでに配信したポッドキャスト 600 本を，
(1)の能力指標に応じて分類し，学習者の到達目標に応じて多聴教材として学習できる機能を
(2)のシステムに付加する。また，ポッドキャスト教材のさらなる拡充を行う。 
 (5) デジタル機器等を活用した協同学習：(1)の到達目標との連動を視野に入れ，大学英語教
育において ICT 等の活用によるグループワークや四技能統合型タスクの各種実践を行いつつ，
そのデータを分析する。また，BYOD（Bring Your Own Device）環境における学習活動を促進す
るために，大学生の所有するデジタル機器の活用実態を調査する。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題は，研究代表者および研究分担者の勤務する大学の１年生を対象とした。以下，
「２．研究の目的」で示した 5つの課題を示しながら研究の方法を記す。 
 初年度となる 28 年度は，eポートフォリオシステムによる英語学習の到達目標設定のシステ
ム構築を行った。まず，目標設定のための能力指標となる CAN-DO リストの策定を行った（課題
1）。国内の英語教育においても、既に複数のリストが公開されていることから，それらを参考
に，研究対象校の現状に適したリストを開発することとした。具体的な CAN-DO 項目については，
研究対象校の大学１年生約 1,000 名を対象とした調査を行うこととした。次に，その CAN-DO
リストを運用するための eポートフォリオシステムの構築を行った（課題 2）。こちらも，既存
のシステムについて情報収集を行った上でソフトウェアを選定し，プラグイン開発による必要
な機能拡張を行うこととした。 
 2 年目の 29年度は，初年度に構築した eポートフォリオシステムを，研究対象校において試
行的に運用し，対象クラスの大学 1年生へのアンケート調査により，その有効性と課題を探っ
た（課題 2）。また，ポッドキャスティングによる授業外学習を eポートフォリオ上で支援する
ためのプラグイン開発を行うこととした（課題 4）。さらに最終年度となる 30年度は，eポート



フォリオシステムの本格的運用とデータ収集を実施し，さらなる分析と考察を行った（課題 2）。 
 なお，WBT 教材およびポッドキャスト教材については，本研究課題の 3 年間を通じて開発を
継続することとした（課題 4）。また，本研究課題に関連した実践研究や調査も随時実施した（課
題 3，5）。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の成果について，「２．研究の目的」で示した 5つの課題に沿って以下に記す。 
 (1) e ポートフォリオにおける到達目標の指標策定：28 年度に，e ポートフォリオに搭載す
るための CAN-DO リスト「広島大学英語 Can-Do リスト」を開発した。既存の各種 CAN-DO リスト
を精査した結果，研究対象校でクラス編成や成績評価の目安として活用されている英語外部検
定試験のスコアとの連動を視野に入れ，同試験の実施機関による CAN-DO リストを用いて開発を
行った。研究対象校の 1 年生約 1,000 名を対象に，1 年間にわたる質問紙調査を行い，英語四
技能に Interaction と Function を加えた計 6項目からなる CAN-DO リストを開発した。 
 (2) 目標設定のための e ポートフォリオシステムの構築：各種システムを検討した結果，e
ポートフォリオシステムとして広く用いられている Mahara を採用した。また，同システムに上
述の CAN-DO リストを組み込むことで，研究対象校の学習者が，各自の英語運用能力に応じた学
習到達目標を設定し，その達成に向けた学習支援（サジェスト）を得られる機能を搭載した。
28 年度にこの機能を実現するためのプラグイン（Can-Do 目標設定プラグイン，図 1）を開発し，
29 年度には学生の英語力と到達目標を可視化するためのプラグインを開発した（レーダーチャ
ートプラグイン）。同システムでは，学生が各自の TOEIC(R) Listening and Reading Test のス
コアを入力した後，「なりたいリスト」から英語を使ってできるようになりたい項目を選択する
と，「現在のスコアでできること」「目標スコア」が表示され，サジェスト機能により，ポッド
キャストなど研究対象校で利用できる教材のうち，各自の目標達成に最適な教材が示される。
同システムを 29 年度，30 年度に運用し，対象クラスの学生にアンケート調査を実施したとこ
ろ，個別の目標設定およびシステムの有効性に関しては肯定的評価を得られたのに対し，シス
テムの操作性やユーザーインターフェースに関して課題が見出された。また 30年度には，eポ
ートフォリオシステムの目標設定とサジェスト機能を活用した授業が実施され，サジェスト教
材を用いた学習に対する積極的姿勢などの効果が観察された。 

図 1 Can-Do 目標設定プラグイン        図 2 多聴プラグイン 
 
 (3) WBT による個別学習：本研究課題における学習支援の参考とするため，WBT による個別学
習活動で得られた各種データの分析を行った。28年度には，オンラインによる自学自習におい
て，声掛けメールによるペースメーキングを行った結果，学習の継続において一定の効果が見
られた。また 30 年度に，研究対象校で用いられている新旧 2種類のオンライン語彙学習システ
ムについて，学習行動を分析・比較したところ，新システムの方がより自己調整学習の点で効
果があることがわかった。 
 (4) ポッドキャスティングによる授業外学習：既に配信されているポッドキャストの番組の
英語レベルについて，28 年度に研究対象校の大学 1年生を対象に調査を実施し，その結果に基
づき，各番組が初級・中級・上級にレベル分けされた。さらに，学生が各自のレベルに応じて，
サジェスト教材として示された番組を eポートフォリオ上で即座に学習し，聴取時間，レビュ
ー，ランキング等を記録するための「多聴プラグイン」（図 2）が，29 年度に開発された。さら
に，ポッドキャスト教材の拡充を行い，研究期間の 3年間で，会話・ドラマ・ディスカッショ
ン・時事英語など，学習者各自の英語レベルと興味に応じて選択できる音声教材 300 本が作成
された。これらの教材はすべて一般に配信・公開されている。最後に，本研究課題に関連し，
ポッドキャストの聴取実態に関するデータ収集を行った。動画配信サイトのデータ分析機能を
利用し，各教材の聴取回数および聴取時間等を把握し，それぞれの数値が高い教材の傾向につ
いて分析した結果，アクセス数の多いコンテンツには，時間の長さ，トピック，サムネイル画
像など，特定の傾向が考えられることが示唆された。 
 (5) デジタル機器等を活用した協同学習：本研究課題に関連し，28 年度に，大学生の所有す
るデジタル機器の英語学習への活用実態を調査し，デジタル機器で学習したいコンテンツに関
するニーズ調査を行った。この結果，リスニング教材を中心とする自学自習用コンテンツへの
高いニーズが示された一方，学内で開発・配信されているポッドキャストの活用実態が必ずし
も十分ではないことが判明した。その他，デジタル・ストーリーテリング（28 年度），ソーシ
ャル・ネットワーク（29年度），およびグループワーク（30年度）を活用した授業実践が行わ
れ，データ分析を通じてそれぞれの有効性と課題が示された。 
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